
全
国
的
に
子
育
て
世

帯
優
待
事
業
が
注
目
を
浴
び
て

い
る
が
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
桐
生
市
の
考
え
方
は
ど
う

な
の
か
。

子
育
て
世
帯
優
待
事

業
は
、
全
国
的
に
は
県
単
位
で

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
群
馬

県
で
も
平
成
十
九
年
度
事
業
と

し
て
「
子
育
て
応
援
プ
レ
ミ
ア

ム
カ
ー
ド
」
の
名
目
で
検
討
中

と
の
こ
と
で
あ
る
。
桐
生
市
と

し
て
も
、
子
育
て
世
帯
を
支
援

す
る
有
効
な
事
業
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
の
で
、
事
業
実
施

に
向
け
何
が
課
題
で
あ
る
の
か
、

県
か
ら
の
情
報
収
集
や
担
当
部

局
を
中
心
に
研
究
を
深
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

答
弁

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

群
馬
県
内
十
二
市
に

お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
状
況

と
、
桐
生
市
が
選
挙
公
報
を
発

行
し
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

県
内
に
お
い
て
、
選

挙
公
報
を
発
行
し
て
い
な
い
市

は
、
安
中
市
と
桐
生
市
の
二
市

と
な
っ
て
い
る
。
選
挙
公
報
の

発
行
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五

年
か
ら
検
討
を
続
け
て
お
り
、

統
一
地
方
選
の
近
づ
い
た
昨
年

度
も
選
挙
管
理
委
員
会
で
協
議

し
た
が
、
市
議
選
の
選
挙
区
が

三
つ
に
分
け
ら
れ
て
経
費
が
か

さ
む
こ
と
、
配
布
方
法
や
期
間

が
短
い
こ
と
を
考
慮
し
て
発
行

を
見
送
っ
た
。
た
だ
し
、
次
回

の
選
挙
に
お
い
て
は
選
挙
公
報

を
発
行
し
た
い
。

選
挙
公
報
の
発
行

質
問

答
弁

（
期
日
前
投
票
）

子
育
て
支
援

（
仮
称
）
藪
塚
イ
ン
タ

ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
と
し
て
、

中
通
り
大
橋
線
、
桐
生
大
橋
線

が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

市
外
の
対
応
は
ど
う
か
。

中
通
り
大
橋
線
延
伸

ル
ー
ト
の
必
要
性
は
明
確
に
な

っ
て
い
た
が
、
合
併
に
伴
い
改

め
て
太
田
市
に
位
置
付
け
を
お

願
い
し
て
い
る
。
桐
生
大
橋
線

の
延
伸
部
分
は
、
県
道
桐
生
伊

勢
崎
線
の
阿
左
美
バ
イ
パ
ス
と

し
て
県
事
業
に
よ
り
着
手
さ
れ
、

平
成
二
十
四
年
度
を
目
途
に
整

備
を
進
め
て
お
り
、（
仮
称
）
藪

塚
イ
ン
タ
ー
か
ら
県
道
桐
生
伊

勢
崎
線
ま
で
の
拡
幅
整
備
は
、

今
年
度
末
に
は
暫
定
二
車
線
で

の
開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

質
問

答
弁

（
中
通
り
大
橋
線
の
橋
脚
）

藪
塚
イ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス

２
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一
人
暮
ら
し
や
在
宅

高
齢
者
へ
の
福
祉
対
策
に
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者

に
は
、
公
衆
浴
場
無
料
入
浴
券

の
交
付
や
電
磁
調
理
器
な
ど
日

常
生
活
用
具
の
給
付
を
行
う
制

度
が
あ
り
、
さ
ら
に
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
に
は
緊
急
通

報
装
置
の
貸
与
制
度
も
あ
る
。

在
宅
高
齢
者
に
は
、
は
り
・
灸

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
券
や

調
髪
サ
ー
ビ
ス
券
の
交
付
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
る
。
老

老
介
護
対
策
と
し
て
は
、
在
宅

寝
た
き
り
高
齢
者
に
紙
お
む
つ

利
用
券
な
ど
を
配
付
し
て
お
り
、

そ
の
際
に
は
相
談
や
状
況
の
把

握
に
努
め
、
対
処
し
て
い
る
。

質
問

答
弁

（
高
齢
福
祉
課
）

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
対
策

厚
生
病
院
の
神
経
内

科
、
脳
神
経
外
科
の
現
状
は
ど

う
か
。
今
後
の
医
師
確
保
や
医

師
会
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

神
経
内
科
は
週
一
回

午
前
中
の
み
非
常
勤
医
師
に
よ

る
予
約
制
の
診
療
を
行
っ
て
お

り
、
脳
神
経
外
科
は
医
師
間
の

協
力
の
も
と
三
人
で
診
療
に
あ

た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
桐
生
市

医
師
会
と
は
定
期
的
に
病
診
連

携
会
議
を
開
催
し
て
連
携
を
図

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
医
師
の
確
保
は
全
国
的

な
問
題
で
あ
り
、
全
国
市
長
会

を
通
じ
医
師
偏
在
解
消
な
ど
の

要
望
を
国
に
行
っ
て
い
る
が
、

奨
学
金
制
度
導
入
の
要
望
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

（
桐
生
厚
生
総
合
病
院
）

厚
生
病
院
の
医
師
不
足

平
成
十
八
年
度
か
ら

県
立
普
通
高
校
の
全
県
一
区
制

度
導
入
に
伴
い
、
桐
生
市
在
住

生
徒
の
入
学
者
数
に
変
化
が
生

じ
た
か
。
ま
た
、
今
後
の
進
路

指
導
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

高
校
入
試
の
全
県
一

区
制
度
導
入
に
伴
い
、
普
通
高

校
に
お
い
て
受
験
地
域
が
広
域

化
し
、
桐
生
市
で
も
変
化
が
見

ら
れ
る
。
桐
生
高
校
で
は
市
内

在
住
の
入
学
者
は
、
平
成
十
六

年
度
は
五
十
三
・
二
パ
ー
セ
ン

ト
か
ら
平
成
十
八
年
度
は
三
十

三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
今
回
の
受
験
結
果

を
踏
ま
え
て
調
査
し
、
進
路
指

導
を
適
切
に
行
い
、
生
徒
、
保

護
者
の
不
安
解
消
に
努
め
た
い
。

質
問

答
弁

（
市
内
の
県
立
高
校
）

高
校
入
試

厚
生
病
院
に
お
け
る

休
止
診
療
科
利
用
者
へ
の
対
策

と
医
師
や
看
護
師
確
保
へ
の
桐

生
市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

院
内
医
師
の
協
力
体

制
を
整
え
対
応
を
図
っ
て
い
る

が
、
専
門
的
な
治
療
を
必
要
と

す
る
患
者
に
は
近
隣
の
専
門
医

を
紹
介
す
る
な
ど
、
治
療
に
支

障
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
配
慮
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
次

救
急
医
療
の
充
実
に
よ
り
、
二

次
救
急
医
療
指
定
病
院
で
あ
る

厚
生
病
院
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
労
働
状
況
が
改
善
さ
れ
る
こ

と
は
、
医
師
や
看
護
師
の
確
保

に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
一

次
と
二
次
の
病
診
連
携
に
つ
い

て
広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

厚
生
病
院
の
医
師
不
足

質
問

答
弁

（
桐
生
厚
生
総
合
病
院
）

市
営
住
宅
入
居
決
定

者
の
連
帯
保
証
人
二
人
の
う
ち

一
人
を
市
内
在
住
者
と
し
た
理

由
は
何
か
。
ま
た
、
み
ど
り
市

在
住
者
も
市
内
在
住
と
同
様
の

資
格
要
件
と
な
ら
な
い
か
。

連
帯
保
証
人
は
、
入

居
者
の
一
切
の
責
め
に
つ
い
て

連
帯
保
証
の
責
め
を
負
う
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
一
人
を
市
内

に
住
所
を
有
す
る
者
と
定
め
た

理
由
は
、
入
居
者
に
対
す
る
相

談
や
緊
急
時
に
連
絡
が
容
易
な

こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。
な

お
、
み
ど
り
市
在
住
者
も
市
内

在
住
者
と
同
様
の
連
帯
保
証
人

の
資
格
要
件
に
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
他
市
の
状
況
も
調
査

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人

質
問

答
弁

（
市
営
住
宅
）

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
中
で
、「
建
設
の
是
非
を
含

め
て
見
直
し
を
進
め
る
」
と
し

て
い
る
が
、
前
期
の
市
議
会
で

決
定
し
た
事
業
を
市
長
一
人
が

く
つ
が
え
す
こ
と
を
ど
う
考
え

る
の
か
。
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に

見
直
し
な
の
か
。

（
仮
称
）保
健
セ
ン
タ

ー
の
建
設
は
合
併
関
連
事
業
で

あ
り
、
継
続
費
予
算
と
し
て
市

議
会
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
は
十

分
承
知
し
て
い
る
が
、
新
た
に

市
民
か
ら
付
託
を
受
け
た
市
長

と
し
て
、
市
民
の
声
を
聞
く
中

で
、
今
こ
の
時
期
に
必
要
な
施

設
か
ど
う
か
、
規
模
や
内
容
も

含
め
、
改
め
て
総
合
的
に
判
断

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
仮
称
）
保
健
セ
ン
タ
ー

質
問

答
弁

（
市
役
所
）

き
ゅ
う
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市
内
各
地
区
の
下
水

道
普
及
率
の
現
状
と
今
後
の
方

針
及
び
財
源
の
ね
ん
出
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

平
成
十
八
年
度
末
の

桐
生
市
の
下
水
道
普
及
率
は
七

十
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、

地
区
ご
と
で
は
、
川
内
地
区
約

二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
梅
田
地

区
約
九
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
菱

地
区
約
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
広

沢
地
区
約
九
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
、

相
生
地
区
約
七
十
六
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。
下
水
道
整

備
は
、
国
の
補
助
金
や
起
債
、

受
益
者
負
担
金
な
ど
を
財
源
に

毎
年
工
事
を
進
め
て
お
り
、
今

後
も
普
及
率
の
向
上
を
目
指
し

て
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

（
境
野
水
処
理
セ
ン
タ
ー
）

下
水
道
普
及

川
内
町
か
ら
青
葉
台

に
抜
け
る
道
路
や
、
川
内
町
名

久
木
地
区
か
ら
梅
田
町
に
抜
け

る
道
路
な
ど
に
つ
い
て
整
備
す

る
予
定
は
あ
る
の
か
。

川
内
町
か
ら
堤
町
の

青
葉
台
に
抜
け
る
市
道
は
、
幅

員
が
狭
く
急
勾
配
な
道
路
で
、

通
行
上
危
険
が
あ
る
た
め
、
昭

和
六
十
年
よ
り
車
両
を
通
行
止

め
に
し
て
お
り
、
整
備
に
は
膨

大
な
工
事
費
を
要
す
る
た
め
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

名
久
木
地
区
か
ら
梅
田
町
に
抜

け
る
道
路
は
、
林
道
と
し
て
計

画
さ
れ
、
財
政
事
情
な
ど
に
よ

り
工
事
の
継
続
に
は
至
っ
て
い

な
い
が
、
今
後
と
も
早
期
再
開

に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

（
林
道
岡
平
線
）

道
路
整
備

公
立
保
育
園
の
人
員

体
制
や
老
朽
化
な
ど
の
問
題
、

民
間
移
譲
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

旧
桐
生
市
内
の
公
立

三
園
の
人
事
体
制
は
臨
時
職
員

も
含
め
て
い
る
が
、
人
事
担
当

課
と
協
議
し
、
よ
り
良
い
職
員

体
制
を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、

公
立
保
育
園
の
老
朽
化
な
ど
の

問
題
は
、
補
修
か
所
の
把
握
に

努
め
て
周
辺
事
情
な
ど
を
精
査

し
検
討
し
た
い
。
な
お
、
民
間

移
譲
を
当
分
の
間
見
合
わ
せ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
保
育
園
の

あ
る
べ
き
姿
や
保
育
環
境
の
充

実
に
向
け
て
関
係
者
と
の
話
し

合
い
を
さ
ら
に
深
め
、
再
度
判

断
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

保
育
園
の
民
間
移
譲

質
問

答
弁

（
市
内
の
保
育
園
）

常
設
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
の
あ
る
県
内
自
治
体

は
ど
こ
か
、
ま
た
桐
生
市
の
競

技
人
口
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

常
設
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
は
、
市
内
に
は
小
梅

琴
平
公
園
な
ど
四
か
所
あ
り
、

県
内
他
市
で
は
、
伊
勢
崎
市
四

か
所
、
太
田
市
二
か
所
、
館
林

市
一
か
所
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
桐
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

協
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
数

は
、
平
成
十
九
年
度
は
四
十
団

体
九
百
十
三
人
と
な
っ
て
お
り
、

年
々
増
加
し
て
い
る
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
高
齢
者
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
適
し
た
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
の
で
、
機
会
を

捉
え
支
援
し
て
い
き
た
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

質
問

答
弁

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

大
川
美
術
館
収
蔵
品

の
管
理
や
目
録
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
桐
生
市
か

ら
の
補
助
金
の
目
的
は
何
か
。

大
川
美
術
館
の
美
術

作
品
の
管
理
は
、
個
別
の
作
品

台
帳
が
作
成
さ
れ
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
に
よ
り
管
理
が
行
わ
れ

て
お
り
、
全
収
蔵
作
品
の
目
録

の
作
成
は
、
今
年
度
末
を
目
途

に
図
版
に
よ
る
目
録
の
整
備
が

行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
桐
生

市
か
ら
大
川
美
術
館
へ
の
補
助

金
は
、
管
理
運
営
に
つ
い
て
支

援
し
て
桐
生
市
の
文
化
振
興
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

毎
年
補
助
金
の
実
績
報
告
時
に

事
業
報
告
や
決
算
報
告
な
ど
内

容
を
精
査
し
て
い
る
。

質
問

答
弁

（
大
川
美
術
館
）

大
川
美
術
館

（
仮
称
）
保
健
セ
ン
タ

ー
の
建
設
に
つ
い
て
、
限
り
な

く
中
止
の
方
向
と
し
た
理
由
は

何
か
。
ま
た
、
予
定
地
は
将
来

を
見
据
え
れ
ば
み
ど
り
市
と
の

合
併
後
の
保
健
事
業
の
拠
点
と

な
る
重
要
な
位
置
で
は
な
い
か
。

（
仮
称
）保
健
セ
ン
タ

ー
建
設
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
意
見
を
聞
く
中
で
判
断

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
限
り

な
く
中
止
の
方
向
と
な
っ
た
理

由
は
、
様
々
な
意
見
の
中
で
こ

の
時
期
に
建
設
が
必
要
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
も
判
断
材
料
だ

っ
た
。
な
お
、
み
ど
り
市
と
の

合
併
に
関
し
て
も
、
広
域
調
整

室
の
中
で
場
所
や
内
容
に
つ
い

て
精
査
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
仮
称
）
保
健
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
）

質
問

答
弁



５

多
重
債
務
者
に
対
す

る
相
談
の
職
員
対
応
及
び
チ
ラ

シ
や
広
報
の
宣
伝
効
果
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

現
在
、
債
務
整
理
方

法
の
指
導
や
過
払
金
返
還
請
求

な
ど
に
対
す
る
助
言
や
法
律
的

な
対
応
と
し
て
、
桐
生
市
の
無

料
法
律
相
談
の
ほ
か
、
弁
護
士

会
や
司
法
書
士
会
を
紹
介
し
て

い
る
。
ま
た
、
多
重
債
務
者
救

済
に
対
応
す
る
た
め
の
実
務
に

役
立
つ
職
員
研
修
の
充
実
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
関
係
部
局

と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、
広
報

き
り
ゅ
う
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

消
費
生
活
の
出
前
講
座
な
ど
で

周
知
に
努
め
て
い
る
。

質
問

答
弁

（
無
料
法
律
相
談
所
）

多
重
債
務
者
救
済

国
保
税
滞
納
に
関
わ

ら
ず
、
こ
ど
も
医
療
費
の
無
料

化
は
無
条
件
に
行
う
べ
き
で
あ

り
、
六
十
五
歳
以
上
の
低
所
得

者
や
低
所
得
世
帯
に
も
国
保
保

険
証
は
交
付
す
べ
き
で
な
い
か
。

こ
ど
も
医
療
費
の
無

料
化
に
つ
い
て
は
、
各
関
係
部

署
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
資
格
証
明
書
の
交
付
は
、

各
対
象
者
の
納
税
相
談
を
行
い

な
が
ら
判
断
し
て
い
る
が
、
一

年
間
の
滞
納
で
判
断
す
る
の
で

な
く
、
納
税
相
談
に
お
い
て
何

度
も
担
税
力
を
押
し
計
り
、
ま

た
苦
し
い
事
情
も
聞
き
、
納
税

相
談
を
重
ね
な
が
ら
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
各
対
象
者
の
状
況

を
把
握
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

（
保
険
年
金
課
）

保
険
証
の
取
り
上
げ

市
民
が
主
役
の
市
政

実
現
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
す
る
の
か
。

市
民
が
主
役
の
市
政

と
は
、
行
政
の
中
心
に
市
民
が

い
る
こ
と
で
、
市
民
の
視
点
で

行
政
運
営
を
行
う
こ
と
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

七
月
に
設
置
す
る
「
桐
生
市
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
」
に
お
い

て
、
桐
生
市
が
進
め
る
施
策
や

計
画
の
作
成
段
階
か
ら
市
民
の

参
画
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

市
民
が
集
ま
る
と
こ
ろ
へ
出
向

き
、直
接
話
を
お
聞
き
す
る「
桐

生
版
網
の
目
ト
ー
ク
」
を
実
施

し
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
声

を
行
政
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質
問

答
弁

（
市
役
所
）

市
民
が
主
役
の
政
治

幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
は
ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
た

の
か
。

幼
稚
園
の
計
画
は「
少

子
化
時
代
に
お
け
る
幼
児
教
育

を
考
え
る
会
」
に
諮
問
し
、
平

成
十
八
年
十
一
月
に
答
申
を
受

け
、
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。
小
学
校
及
び
中
学
校
の

計
画
は
、
平
成
二
年
四
月
作
成

の
第
三
次
総
合
計
画
で
研
究
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、

平
成
十
三
年
四
月
作
成
の
第
四

次
総
合
計
画
で
適
正
配
置
に
つ

い
て
推
進
す
る
こ
と
が
盛
り
込

ま
れ
、
こ
れ
ら
を
基
本
と
し
て

「
小
・
中
学
校
統
合
事
業
」に
取

り
組
ん
で
い
る
。

学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置

質
問

答
弁

（
昭
和
中
学
校
）

子
供
を
生
み
、
育
て

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
の

で
あ
る
な
ら
、
平
成
二
十
年
度

か
ら
の
妊
婦
健
康
診
査
に
つ
い

て
公
費
負
担
を
五
回
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

厚
生
労
働
省
か
ら
通

知
が
あ
り
、
妊
婦
健
康
診
査
を

含
め
た
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

総
額
で
拡
充
の
措
置
が
さ
れ
、

最
低
限
五
回
程
度
の
公
費
負
担

が
望
ま
し
い
と
は
承
知
し
て
い

る
。
桐
生
市
で
は
他
市
に
先
駆

け
三
枚
の
受
診
票
を
交
付
し
て

い
た
が
、「
子
育
て
日
本
一
の
ま

ち
を
目
指
す
」
た
め
、
平
成
二

十
年
度
に
向
け
て
妊
婦
の
経
済

的
負
担
軽
減
と
少
子
化
対
策
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。

妊
婦
無
料
健
康
診
査

質
問

答
弁

（
離
乳
食
講
習
）

日
本
一
の
子
育
て
都

市
の
実
現
に
向
け
、
ど
の
よ
う

な
志
と
施
策
が
あ
る
の
か
。

明
日
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
が
今
後
を
左
右

す
る
重
要
な
課
題
と
認
識
し
、

市
民
一
人
一
人
の
子
育
て
に
対

す
る
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と

に
よ
り
実
現
を
目
指
し
た
い
。

具
体
的
な
支
援
策
と
し
て
は
児

童
手
当
の
増
額
な
ど
、
現
状
の

児
童
手
当
と
併
せ
な
が
ら
対
象

と
な
る
児
童
の
範
囲
を
検
討
し
、

医
療
面
か
ら
は
未
就
学
児
を
対

象
と
し
た
乳
幼
児
医
療
助
成
の

対
象
範
囲
の
拡
大
を
進
め
た
い

と
考
え
て
お
り
、
財
源
な
ど
実

施
に
向
け
て
関
係
部
署
と
協
議

を
行
い
、
早
急
に
検
討
し
た
い
。

子
育
て
都
市
桐
生
の
実
現

質
問

答
弁

（
市
役
所
）


